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「インフレ」について教えてください。

モノやサービスの価格が継続して上がることを指します。
インフレ環境下では、実質的にお⾦の価値が⽬減りしま
す。
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※この資料の最終ページの「重要な注意事項」を必ずご確認ください。
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インフレは「Inflation(インフレーション）」の略で、世の中のモノやサービスの価格（物価）が継続して上
昇することを指します。インフレ環境下では実質的にお⾦の価値が⽬減りします。例えば、リンゴの値段が
100円から200円に上昇した場合、同じリンゴを購⼊するのに必要なお⾦が2倍になります。⾔い換えると、
同じお⾦ではリンゴを半分しか購⼊できず、実質的にお⾦の価値が⽬減りしたと⾔えます。

⽇本の消費者物価指数の推移

（出所）総務省のデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

インフレ状況を把握するために多くの国・地域で⼀般的に採⽤されている指標が消費者物価指数（CPI）
です。CPIは家計で⽀出の多いモノやサービスの価格の動きを指数化したもので、「経済の体温計」とも
呼ばれています。⽇本では調査員が対象の品⽬をスーパーマーケットなどで調べて算出されます。
また、天候などによって相対的に価格変動の⼤きい⽣鮮⾷品を除いて算出される総合指数（コアCPI）も
公表されています。⽇本銀⾏は物価安定の⽬標として「消費者物価の前年⽐上昇率2%」を掲げています
が、コアCPIはその物価変動の基調を的確に把握するための指標の⼀つとして使われています。
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物価が上昇すると、お⾦の価値は相対的に下がることに

前年同⽉⽐（右軸）

コアCPI（左軸）
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⾜元、地政学的な
要因によるコスト上
昇や⽇⽶の⾦融
政策の違いによる
円安などを背景に
⽇本の物価は上
昇基調にあります。

※上記はイメージです。
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【重要な注意事項】
■当資料は、情報提供を⽬的として、三井住友DSアセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、⽣命保険、株式、債券等の売
買を推奨･勧誘するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資⾏動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内
容は作成基準⽇現在のものであり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、
それらは過去の実績および将来の予想であり、今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が⾼いと判断した
情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。■当資料にインデックス・統計資料等が記載される場
合、それらの知的所有権その他の⼀切の権利は、その発⾏者および許諾者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真は
イメージであり、本⽂とは関係ない場合があります。

（ご参考）物価上昇のイメージ
2026年1⽉における⽇本のコアCPI（前年同⽉⽐）は+2.0%で、2025年1⽉と⽐較して物価（⽣鮮⾷品を除く）が
2.0%上昇していることを意味します。現在リンゴが200円と仮定し、毎年2%ずつ価格が上昇した場合、リンゴの価格は5
年後221円となります。

5年後4年後3年後2年後1年後

221円216円212円208円204円¥100 ¥100

※上記はイメージです。
（注）価格は四捨五⼊しています。


